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1. 平成27年3月期第3四半期の連結業績（平成26年4月1日～平成26年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

27年3月期第3四半期 35,461 3.3 1,763 4.0 1,840 9.9 1,302 20.5
26年3月期第3四半期 34,318 6.9 1,695 7.5 1,674 13.4 1,081 11.7

（注）包括利益 27年3月期第3四半期 1,698百万円 （15.7％） 26年3月期第3四半期 1,467百万円 （52.7％）

1株当たり四半期純利益 潜在株式調整後1株当たり四半期
純利益

円 銭 円 銭

27年3月期第3四半期 44.38 ―
26年3月期第3四半期 36.84 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

27年3月期第3四半期 42,930 23,701 55.2
26年3月期 42,315 22,305 52.7
（参考）自己資本 27年3月期第3四半期 23,700百万円 26年3月期 22,305百万円

2. 配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無  

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

26年3月期 ― 5.00 ― 4.00 9.00
27年3月期 ― 5.00 ―
27年3月期（予想） 5.00 10.00

3. 平成27年 3月期の連結業績予想（平成26年 4月 1日～平成27年 3月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無  

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 47,100 3.2 2,100 5.2 2,000 0.4 1,300 144.9 44.28



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四
半期連結財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想に関する事項は、添付資料P.3「１.当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予
想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。 

※ 注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 27年3月期3Q 29,525,000 株 26年3月期 29,525,000 株
② 期末自己株式数 27年3月期3Q 166,845 株 26年3月期 165,764 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 27年3月期3Q 29,358,753 株 26年3月期3Q 29,359,236 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年12月31日まで）におけるわが国経済は、大企業を中

心に企業収益に改善の動きが見られるなど緩やかな回復基調が続きましたが、個人消費や設備投資の動きは依然と

して鈍く、先行き不透明な状況で推移しました。

　海運業界を取り巻く環境は、昨年央から原油価格の急激な下落が進む一方、ヨーロッパ、中国、その他新興国経

済の成長懸念から世界景気は総じて足踏み状態となっており、近海航路では市況の低迷が継続しました。

　こうした情勢下、円安効果もあり、当社の第３四半期連結累計期間の売上高は354億61百万円となり前年同期に

比べて3.3％の増収となりました。経費削減に努めた結果、営業利益は17億63百万円となり前年同期に比べて4.0％

の増益、経常利益は18億40百万円となり9.9％の増益となりました。特別利益を２億99百万円、特別損失を52百万

円計上した結果、四半期純利益は13億２百万円となり前年同期に比べて20.5％の増益となりました。

事業のセグメント別業績概況は次の通りです。

なお、第１四半期連結会計期間より報告セグメントの変更を行っております。詳細は、P.10（セグメント情報

等）Ⅱ「３．報告セグメントの変更等に関する事項（報告セグメントの変更）」をご覧ください。

「近海部門」

バルク輸送では、鉄鋼、セメントメーカーの堅調な生産活動を背景に、日本向け石炭輸送では高稼働を維持し、

前年同期比で輸送量は増加しました。また、６月には28,000トン型新造船を就航させ、遠洋区域での業容拡大を図

りました。

　木材輸送では、国内在庫の積み増しから合板の輸入量は減少しましたが、積極的な営業活動により当社のマレー

シア積合板の輸送量は前年同期を上回りました。チップ輸送では、市況の低迷により輸送量は減少しましたが、将

来増加が期待されるバイオマス燃料向けPKS（パーム椰子殻）の輸送量は増加しました。

　鋼材・雑貨輸送では、インドネシア向けの輸送量は略前年同期並みとなりましたが、主な仕向地であるタイ向け

では同国における鋼材需要の低迷から前年同期に比べ輸送量は減少しました。

　同部門の売上高は前述の石炭輸送の高稼働に加え円安基調の継続により、129億３百万円となり前年同期に比べ

6.0％の増収となりましたが、市況の低迷により営業損失は前年同期８億92百万円から、当四半期は９億92百万円

となりました。

「内航部門」

不定期船輸送では、石灰石及び石炭の各専用船は前年同期比で輸送量に若干の減少はあるものの安定的に稼働し

ました。また、小型貨物船の市況は、回復基調にある国内景気を背景に堅調に推移しました。

　定期船輸送では、消費税率引上げ後、一時的に駆け込み需要の反動減はあったものの、苫小牧航路に大型新造船

を投入したことにより輸送効率が改善され、全体での輸送量は前年同期を上回りました。

　フェリー輸送でも、消費税引上げ後の消費低迷などにより、トラックの輸送量は減少し、旅客・乗用車でも、高

速料金の値上げなどにより輸送量は減少しました。

　同部門の売上高は225億54百万円となり前年同期に比べ2.0％の増収となりました。また、営業利益は27億55百万

円となり7.1％の増益となりました。
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（２）財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ６億15百万円増加し429億30百万円と

なりました。流動資産は、主に現金及び預金や営業未収金の増加により２億10百万円増加し146億36百万円となり

ました。固定資産は、主に船舶の増加により４億４百万円増加し282億94百万円となりました。

　負債は、前連結会計年度末に比べ７億80百万円減少し192億29百万円となりました。流動負債は、主に営業未払

金の増加により６億87百万円増加し87億86百万円となりました。固定負債は、主に長期借入金の返済により14億67

百万円減少し104億42百万円となりました。

　純資産は、主に利益剰余金の増加により、前連結会計年度末に比べ13億95百万円増加し237億１百万円となりま

した。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成26年10月31日付けで公表しました平成27年３月期通期の連結業績予想につきましては、第３四半期までは

円安の継続や原油価格の下落などもあり順調に推移しているものの、第４四半期以降における季節波動や近海航

路での市況の低迷なども勘案し、現時点では業績予想の変更はございません。

決算短信 （宝印刷）  2015年01月29日 14時39分 3ページ （Tess 1.40 20131220_01）



川崎近海汽船株式会社(9179) 平成27年３月期 第３四半期決算短信

－ 4 －

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

なお、従来、連結子会社のうち決算日が12月31日であった春徳汽船株式会社及び春陽汽船株式会社については

同日現在の財務諸表を使用し連結決算日との間に生じた重要な取引については、連結上必要な調整を行っており

ましたが、同社が決算日を３月31日に変更したことに伴い、当第３四半期連結累計期間は平成26年１月１日から

平成26年３月31日までの３か月分の損益については利益剰余金で調整し連結しております。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

(会計方針の変更)

(退職給付に関する会計基準等の適用)

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」という。）

及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下「退職給

付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた定めにつ

いて第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込額の期

間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更するとともに、割引率の決定方法についても従業員の平均

残存勤務期間に近似した年数に基づく割引率から、退職給付支払ごとの支払見込期間を反映した割引率へ変更し

ております。

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第３四

半期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加

減しております。

この結果、当第３四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る資産が33百万円減少、退職給付に係る負債が14

百万円減少し、利益剰余金が12百万円減少しております。また、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利

益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響は軽微であります。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成26年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 917,391 1,394,076

受取手形及び営業未収入金 5,304,163 5,787,260

原材料及び貯蔵品 927,491 804,874

繰延税金資産 99,742 101,267

短期貸付金 6,016,000 5,338,000

その他 1,166,677 1,218,096

貸倒引当金 △6,220 △7,400

流動資産合計 14,425,246 14,636,174

固定資産

有形固定資産

船舶（純額） 24,046,342 24,649,198

建物及び構築物（純額） 215,483 216,507

土地 931,227 916,448

建設仮勘定 694,058 90,000

その他（純額） 65,362 146,173

有形固定資産合計 25,952,475 26,018,327

無形固定資産 95,682 81,365

投資その他の資産

投資有価証券 796,844 989,523

長期貸付金 400,469 600,339

退職給付に係る資産 125,896 91,871

繰延税金資産 123,601 95,631

敷金及び保証金 246,582 278,144

その他 169,097 160,329

貸倒引当金 △20,885 △21,115

投資その他の資産合計 1,841,606 2,194,725

固定資産合計 27,889,765 28,294,418

資産合計 42,315,012 42,930,592
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成26年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び営業未払金 3,491,688 3,669,616

短期借入金 2,500,187 2,561,220

未払法人税等 527,203 610,485

賞与引当金 177,961 78,245

役員賞与引当金 41,000 30,750

災害損失引当金 1,523 －

その他 1,358,963 1,835,966

流動負債合計 8,098,528 8,786,283

固定負債

長期借入金 10,246,152 8,775,238

繰延税金負債 704,351 621,135

再評価に係る繰延税金負債 74,764 69,650

役員退職慰労引当金 304,783 339,111

特別修繕引当金 412,627 470,018

退職給付に係る負債 168,155 167,790

固定負債合計 11,910,833 10,442,945

負債合計 20,009,361 19,229,229

純資産の部

株主資本

資本金 2,368,650 2,368,650

資本剰余金 1,248,849 1,248,849

利益剰余金 18,446,355 19,456,899

自己株式 △27,505 △27,867

株主資本合計 22,036,349 23,046,530

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 195,475 335,895

土地再評価差額金 139,943 130,277

為替換算調整勘定 11,070 252,615

退職給付に係る調整累計額 △77,835 △64,465

その他の包括利益累計額合計 268,654 654,323

少数株主持分 646 509

純資産合計 22,305,650 23,701,363

負債純資産合計 42,315,012 42,930,592
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

売上高 34,318,031 35,461,644

売上原価 29,931,464 31,049,661

売上総利益 4,386,566 4,411,983

販売費及び一般管理費 2,691,357 2,648,480

営業利益 1,695,209 1,763,503

営業外収益

受取利息 14,038 21,141

受取配当金 35,747 20,827

為替差益 32,157 130,321

その他 35,201 12,176

営業外収益合計 117,144 184,467

営業外費用

支払利息 128,027 101,977

その他 9,931 5,480

営業外費用合計 137,958 107,457

経常利益 1,674,395 1,840,512

特別利益

固定資産売却益 195,312 299,319

特別利益合計 195,312 299,319

特別損失

減損損失 33,754 14,779

用船契約解約金 － 38,000

本社移転関連費用 86,430 －

特別損失合計 120,184 52,779

税金等調整前四半期純利益 1,749,522 2,087,052

法人税、住民税及び事業税 565,194 778,780

法人税等調整額 103,076 5,433

法人税等合計 668,271 784,214

少数株主損益調整前四半期純利益 1,081,251 1,302,838

少数株主損失（△） △291 △136

四半期純利益 1,081,542 1,302,975
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 1,081,251 1,302,838

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 108,055 140,420

土地再評価差額金 272,139 －

為替換算調整勘定 5,838 241,544

退職給付に係る調整額 － 13,369

その他の包括利益合計 386,033 395,334

四半期包括利益 1,467,284 1,698,173

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,467,576 1,698,309

少数株主に係る四半期包括利益 △291 △136
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
その他
（注）

合計
近海部門 内航部門 計

売上高

外部顧客への売上高 12,171,101 22,111,009 34,282,110 35,921 34,318,031

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― ― ― ― ―

計 12,171,101 22,111,009 34,282,110 35,921 34,318,031

セグメント利益又は損失(△) △892,174 2,573,948 1,681,773 13,435 1,695,209

（注） 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸業を含んでおります。

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項)

(単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 1,681,773

「その他」の区分の利益 13,435

四半期連結損益計算書の営業利益 1,695,209

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
その他
（注）

全社・消去 合計
近海部門 内航部門 計

減損損失 ― ― ― 33,754 ― 33,754

(注) 当社が保有する土地の売却に伴い、報告セグメントに含まれない「その他」の事業セグメントにおいて、減損

損失を認識するに至りました。なお、当第３四半期連結累計期間における、当該減損損失の計上額は33,754千

円であります。

決算短信 （宝印刷）  2015年01月29日 14時39分 9ページ （Tess 1.40 20131220_01）



川崎近海汽船株式会社(9179) 平成27年３月期 第３四半期決算短信

－ 10 －

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
その他
（注）

合計
近海部門 内航部門 計

売上高

外部顧客への売上高 12,903,628 22,554,628 35,458,256 3,387 35,461,644

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― ― ― ― ―

計 12,903,628 22,554,628 35,458,256 3,387 35,461,644

セグメント利益又は損失(△) △992,481 2,755,971 1,763,489 13 1,763,503

　（注） 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸業を含んでおります。

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項)

(単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 1,763,489

「その他」の区分の利益 13

四半期連結損益計算書の営業利益 1,763,503

３．報告セグメントの変更等に関する事項

（報告セグメントの変更）

第１四半期連結会計期間より、従来「その他事業部門」として記載していた報告セグメントについては、重要性

が乏しくなったことに伴い「その他」の区分に含めております。

なお、前第３四半期連結累計期間のセグメント情報については変更後の区分方法により作成したものを記載して

おります。

４．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
その他
（注）

全社・消去 合計
近海部門 内航部門 計

減損損失 ― ― ― 14,779 ― 14,779

(注) 当社が保有する土地の売却予定に伴い、報告セグメントに含まれない「その他」の事業セグメントにおいて、

減損損失を認識するに至りました。なお、当第３四半期連結累計期間における、当該減損損失の計上額は

14,779千円であります。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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